
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
家
族
が
い
ま
「
揺
ら
ぎ
」
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
の
な
か
の
家
族
は
多
様
で
あ

り
、
形
態
も
内
容
も
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
家
族
は
つ
ね
に
「
揺
ら
ぎ
」
の
な
か
に
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
家
族
の

「
揺
ら
ぎ
」
を
語
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
本
特
集
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
欧
米
で
は
一
九
七
○
年
代
以
降
ほ
と
ん
ど
崩
壊
し
た

（
１
）

「
近
代
家
族
」
が
な
お
「
揺
ら
ぎ
」
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
一
二
世
紀
日
本
の
特
徴
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
、
比
較
家
族
史
学

会
は
、
「
近
代
家
族
」
の
「
揺
ら
ぎ
」
が
国
際
的
・
学
際
的
関
心
を
集
め
た
と
き
に
発
足
し
、
二
一
世
紀
を
迎
え
た
い
ま
、
そ
の
「
揺
ら
ぎ
」

が
日
本
社
会
に
限
定
さ
れ
る
な
か
で
活
動
の
低
迷
に
陥
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

あ
ら
ゆ
る
研
究
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
家
族
研
究
の
展
開
に
も
ま
た
時
代
背
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
日
本
で
は
、
特
定
の
家
族
モ

デ
ル
が
理
想
化
さ
れ
、
家
族
研
究
全
体
に
共
有
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
夫
婦
と
未
成
熟
子
か
ら
な
る
単
婚
小
家
族
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
家
族
」
で

あ
る
。
家
制
度
の
克
服
を
め
ざ
す
戦
後
家
族
法
学
は
、
一
九
五
○
～
六
○
年
代
に
率
先
し
て
「
近
代
家
族
」
を
「
民
主
的
家
族
」
と
み
な
し
、

の
課
題
」
を
テ
↑

本
特
集
で
あ
る
。

二
○
○
八
年
六
月
、
東
北
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
比
較
家
族
史
学
会
第
五
○
回
記
念
大
会
は
、
「
戦
後
日
本
の
家
族
研
究
と
二
一
世
紀

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
か
か
げ
た
。
そ
の
う
ち
、
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
日
本
の
家
族
研
究
ｌ
総
括
」
の
諸
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
が

論
文特

集
に
よ
せ
て

三
成
美
保
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「
近
代
家
族
」
定
着
に
必
要
な
立
法
や
法
解
釈
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
は
、
国
家
と
家
族
の
分
離
を
是
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、

結
果
的
に
「
近
代
家
族
」
特
有
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
（
性
別
役
割
分
担
等
）
を
家
族
法
学
は
温
存
す
る
こ
と
に
な
る
（
二
宮
論
文
）
。

一
九
七
○
年
代
、
欧
米
で
は
「
近
代
家
族
」
が
規
範
性
を
失
っ
て
い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
過
去
の
家
族
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
家
族
史
研
究

が
開
花
す
る
。
「
新
し
い
歴
史
学
」
の
一
環
と
し
て
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
家
族
史
研
究
は
、
八
○
年
代
に
日
本
に
導
入
さ
れ
た
（
若
尾
論
文
）
。
同
じ

八
○
年
代
に
は
、
欧
米
に
お
け
る
女
性
学
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
う
け
て
、
日
本
で
も
女
性
史
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
「
近
代
家
族
論
」

が
注
目
を
あ
び
る
。
九
○
年
代
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
家
族
社
会
学
で
は
根
づ
い
た
も
の
の
、
家
族
史
研
究
を
は
じ
め
と
す

る
他
の
領
域
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
一
九
九
四
～
九
五
年
の
比
較
家
族
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
史
・
女
性
学
の
現
状
と
課

題
」
（
田
端
・
服
藤
・
上
野
編
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
女
性
」
と
し
て
出
版
）
も
ま
た
、
「
単
発
で
大
花
火
を
打
ち
上
げ
た
」
結
果
に
と
ど
ま
り
、
家
族

史
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
に
は
距
離
が
お
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
（
長
野
論
文
）
。

家
族
史
や
女
性
学
な
ど
欧
米
の
新
し
い
研
究
動
向
が
日
本
の
家
族
研
究
に
影
響
を
与
え
は
じ
め
た
一
九
七
○
～
八
○
年
代
、
日
本
の
家
族
動

態
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
「
二
人
っ
子
政
策
」
が
提
唱
さ
れ
（
一
九
七
四
年
）
、
「
近
代
家
族
」
が
広
く
浸
透
し
て
い
く
が
、
同
時
に
少
子

化
も
進
ん
だ
。
九
○
年
代
に
開
始
さ
れ
た
少
子
化
対
策
は
、
二
○
○
三
年
の
少
子
化
関
連
二
法
の
成
立
に
よ
っ
て
確
立
す
る
。
こ
の
間
、
前
提

と
さ
れ
た
の
が
「
新
家
政
学
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
説
明
モ
デ
ル
は
、
男
性
の
収
入
の
高
さ
が
出
生
率
を
高
め
る
の
に
対
し
、
女
性
の
雇
用

労
働
参
加
は
そ
れ
を
低
下
さ
せ
る
と
い
っ
た
性
別
役
割
分
担
を
前
提
に
し
た
「
近
代
家
族
」
モ
デ
ル
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
結
局
、
少
子
化
対

策
は
子
育
て
支
援
に
限
定
さ
れ
、
若
者
の
未
婚
化
や
雇
用
環
境
の
悪
化
は
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
廣
嶋
論
文
）
。

未
婚
・
非
婚
化
は
「
家
族
の
無
化
」
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
家
族
の
多
様
化
」
と
な
ら
ん
で
、
現
代

日
本
に
お
け
る
「
家
族
の
揺
ら
ぎ
」
の
二
方
向
と
言
え
る
。
か
っ
て
文
化
人
類
学
は
こ
ぞ
っ
て
「
家
族
の
多
様
化
」
を
論
じ
た
が
、
「
家
族
の

無
化
」
に
対
し
て
は
無
力
で
あ
り
、
「
無
化
」
が
す
す
む
ほ
ど
に
家
族
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
に
は
、
こ
の

「
家
族
の
無
化
」
に
こ
そ
対
応
す
る
家
族
理
論
が
新
た
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
小
池
論
文
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
の
家
族
研
究
の
問
題
関
心
は
、
「
近
代
家
族
」
の
目
標
化
・
浸
透
・
危
機
と
い
う
家
族
変
容
の
歴
史
と
重
な
り
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注
（
１
）
「
近
代
家
族
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、
一
九
世
紀
～
二
○
世
紀
中
葉
に
か
け
て
欧
米
で
法
的
モ
デ
ル
と
し
て
想
定
さ
れ
た
家
族
の
こ
と
を
さ
す
。

法
律
婚
・
嫡
出
親
子
関
係
・
異
性
愛
主
義
・
家
父
長
制
・
主
婦
婚
等
を
特
徴
と
す
る
。
三
成
美
保
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
法
史
学
ｌ
近
代
ド
イ
ツ

の
家
族
と
セ
ク
シ
ュ
ァ
リ
テ
ィ
ー
』
勁
草
書
房
、
二
○
○
五
年
、
第
三
部
参
照
。（
摂
南
大
学
西
洋
法
制
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
・
比
較
法
史
）

合
う
。
一
九
七
○
～
八
○
年
代
以
降
、
欧
米
家
族
が
「
近
代
家
族
」
モ
デ
ル
の
克
服
に
よ
る
「
多
様
化
」
に
向
か
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
の
家

族
は
「
近
代
家
族
」
モ
デ
ル
の
浸
透
に
よ
る
「
画
一
化
」
に
向
か
い
、
「
多
様
化
」
は
抑
制
さ
れ
た
。
「
近
代
家
族
」
は
、
そ
の
浸
透
以
前
か
ら

家
制
度
を
克
服
す
る
た
め
の
民
主
的
モ
デ
ル
と
し
て
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
結
果
、
「
近
代
家
族
」
に
特
有
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
は
、
戦

後
日
本
の
家
族
研
究
の
な
か
で
不
可
視
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
近
代
家
族
」
の
動
揺
・
崩
壊
は
「
家
族
」
そ
の
も
の
の
「
危
機
」
と
み
な
さ
れ
、

人
口
政
策
・
家
族
政
策
・
法
政
策
諭
で
も
む
し
ろ
「
近
代
家
族
」
擁
護
が
強
ま
っ
た
。
事
実
婚
の
容
認
・
婚
外
子
差
別
の
撤
廃
・
選
択
別
姓
・

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
容
認
な
ど
の
「
家
族
の
多
様
化
」
は
「
法
律
婚
嫡
出
家
族
」
か
ら
の
「
逸
脱
」
と
し
て
排
除
さ
れ
、
未
婚
・
非
婚
な
ど
の

「
家
族
の
無
化
」
は
「
近
代
家
族
」
と
併
存
す
る
周
縁
現
象
と
み
な
さ
れ
て
、
そ
れ
自
体
は
ほ
と
ん
ど
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
二
世
紀
の
家
族
研
究
が
向
か
う
先
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
。
「
生
殖
」
「
性
愛
（
異
性
愛
・
同
性
愛
と
「
血
縁
」
「
契
約
（
婚
姻
）
」
「
同
居
」

「
同
財
」
「
相
互
ケ
ア
（
育
児
・
介
護
等
と
「
親
密
性
」
等
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
要
素
を
有
す
る
「
継
続
的
な
生
活
共
同
体
」
が
二
一
世
紀
の

「
家
族
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家
族
研
究
は
、
人
間
存
在
の
原
点
に
も
ど
る
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
ひ
と
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い

存
在
と
し
て
生
ま
れ
、
他
者
か
ら
の
ケ
ア
を
う
け
て
育
つ
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
も
と
、
ひ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
選

ぶ
。
選
択
肢
の
一
つ
に
「
家
族
」
形
成
が
あ
る
。
い
か
な
る
「
家
族
」
を
選
ぶ
か
は
、
個
人
と
社
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
二
一
世
紀
の
家

族
研
究
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
継
続
的
な
生
活
共
同
体
」
の
選
択
基
準
・
選
択
頻
度
・
選
択
理
由
を
分
析
す
る
こ
と
を
第
一
義
の
課
題
と
す
る
。

し
か
し
同
時
に
、
家
族
研
究
は
、
長
じ
て
も
な
お
他
者
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
人
間
本
性
と
み
な
す
哲
学
か
ら
も
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
家
族
の
無
化
」
を
も
家
族
研
究
の
範
晴
に
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。
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